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■地域公共交通計画について 

 １．地域公共交通計画の構成と策定イメージ 

地域公共交通計画は、活性化再⽣法（持続可能な運送サービスの提供の確保に資する取組を推進するための地域

公共交通の活性化及び再⽣に関する法律）等の⼀部改正に準拠し、「地域公共交通計画（マスタープラン）」を策定

します。 

図 地域公共交通計画の構成（計画のレジュメ） 

１．地域特性と公共交通の現状 

１）地域特性の把握 

２）上位・関連計画の整理 

３）公共交通の現状 

４）公共交通を取り巻く社会情勢の変化 

 

２．各種ニーズの把握 

１）市⺠アンケート 

２）バス乗降調査 

３）バス利⽤者アンケート 

４）交通事業者・関係団体ヒアリング 

５）地域別ワークショップ 

 

３．既定計画（地域公共交通網形成計画及び再編実施計画）の評価 

１）現⾏計画における個別事業の進捗状況の整理 

２）現⾏計画における計画⽬標の達成度評価 

 

 

 

４．地域公共交通の課題 

 

 

 

５．地域公共交通計画案 

１）地域公共交通計画の基本的な⽅針 

２）計画の区域と期間 

３）計画の⽬標 

４）⽬標を達成するために⾏う事業・実施主体 

５）計画の達成状況の評価 

１．地域特性と公共交通の現状、２．各種ニーズの把握に係る調査結果の整理イメージ（東郷町地域公共交通計画より抜粋） 

参考図︓夜間⼈⼝の集積と公共交通網との関係      参考図︓主要集客施設の⽴地状況と公共交通網との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       
            

資料４ 

地域公共交通計画の策定に必要な多種多様な指標

や、地域公共交通の課題抽出に必要な各種ニーズを

把握・整理します。 

＜調査項⽬＞ 

・⼈⼝の集積・分布・将来の⾒通し 

・主要施設の⽴地状況等 

・公共交通利⽤者数・運⾏経費等の推移 

・公共交通を取り巻く国・県の動向 

・⽇進市及び周辺市町における開発動向 

・公共交通（⼿段・コース別）の利⽤実態 

・公共交通に期待する役割・機能 

・公共交通サービスに対する満⾜度 等 

活性化再⽣法第五条第２項に記載される事項に準

拠し、地域公共交通計画（マスタープラン）を策定

します。 

公共交通の確保・維持・改善に向け、多⾓的な視点

で課題を整理します。 

参考図︓コミュニティバス利⽤者数の推移 

参考図︓バスサービス項⽬別の満⾜度（利⽤者アンケート結果） 

参考図︓免許返納者数の推移 

参考図︓バス停間 OD（乗降調査結果） 
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４．地域公共交通の課題の整理イメージ（東郷町地域公共交通計画より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．地域公共交通計画案の１）基本的な⽅針の整理イメージ（東郷町地域公共交通計画より抜粋） 

 ■地域公共交通の基本方針 

東郷町における地域公共交通の課題および交通将来像を踏まえ、以下に地域公共交通の基本方針を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

「公共交通が暮らしとともにある 安⼼して住み続けられるまち」 

の実現に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針１ 町内各地域及び尾三地区※等の広域的な連携・交流を強化します。 
目標 1-1：東郷セントラル地区を中心とした利便性の高い公共交通ネットワークを形成します。 

目標 1-2：東郷セントラル地区のバスターミナルを活用し、公共交通相互の連携を強化します。 

基本方針２ 多様な公共交通手段により、地域に適した移動サービスを確保・導

入します。 
目標 2-1：既存の公共交通に新たなモビリティ（デマンド型交通等）を加えた多様な公共交通手段を

提供します。 

基本方針３ 東郷町の公共交通に関わる全ての関係者が交通と福祉の視点で連携・

協働し、公共交通を支え育む取組を展開します。 
目標 3-1：交通と福祉の視点で全ての関係者が連携・協働した取組を展開します。 

目標 3-2：公共交通を安心して利用できる対策の実施と情報を提供します。 

課題② 周辺市との連携・交流に対応す

る広域的な移動手段の確保 

課題① 東郷セントラル地区を活かすま

ちづくりを支援する公共交通ネ

ットワークの形成 

課題③ 高齢化の進展や社会情勢の変化

に伴う多様なニーズへの対応 
課題④ 安心して利用できる地域公共交

通の確保に向けた取組の展開 

基本方針１ 町内各地域および尾三地区等の広域的な
連携・交流を強化します。 

目標 1-1：東郷セントラル地区を中心とした利便性の高
い公共交通ネットワークを形成します。 

目標 1-2：東郷セントラル地区のバスターミナルを活用
し、公共交通相互の連携を強化します。 

基本方針２ 多様な公共交通手段により、地域に適し
た移動サービスを確保・導入します。 

目標 2-1：既存の公共交通に新たなモビリティ（デマン
ド型交通等）を加えた多様な公共交通手段を
提供します。 

基本方針３ 東郷町の公共交通に関わる全ての関係
者が交通と福祉の視点で連携・協働
し、公共交通を支え育む取組を展開し
ます。 

目標 3-1：交通と福祉の視点で全ての関係者が連携・協
働した取組を展開します。 

目標 3-2：公共交通を安心して利用できる対策の実施と
情報を提供します。 

＜地域公共交通の集約課題＞ ＜地域公共交通の基本方針と目標＞ 

※尾三地区︓本町及び豊明市、⽇進市、みよし市、⻑久⼿市の 4 市 1 町のこと。 
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 ■公共交通の機能分類 

東郷町における地域公共交通体系を効率的なものとするためには、地域で運行される公共交通の役割分担を

明確にする必要があります。ここでは、東郷町内を運行する公共交通の機能に基づいて、公共交通の機能分類を

以下のように設定します。 

図 将来公共交通ネットワークイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 東郷町の地域公共交通の路線機能の考え⽅ 

 路線の機能 運行主体 該当する路線 

幹
線
バ
ス 

町内外の交通需要に対応するとともに、尾三地区

と名古屋市、豊田市方面との広域的な移動に対応

し、需要に応じたサービス水準を確保すべき路線。 

運行事業者 

（(仮称)ららぽーと

徳重線については商

業事業者を含む。） 

＜路線バス＞ 

星ヶ丘豊田線、愛教大線 

祐福寺線（延伸部分を含む） 

豊明団地線 

(仮称)ららぽーと徳重線 

準
幹
線
バ
ス 

 人口密度の高い町北部と町内外の鉄道駅、商業・

公共施設等の主要集客施設を結ぶとともに、幹線バ

スを補完する役割として、需要に応じたサービス水

準を確保すべき路線。 

交通事業者 

東郷町 

＜路線バス＞ 

東西線 

＜じゅんかい君＞ 

北コース 

 町民の一定の移動ニーズが存在する。町内に立地

していない大規模病院へのアクセス利便性を向上

させる役割として、通院やお見舞いの需要に対応し

たサービス水準を確保すべき路線。 

東郷町 

交通事業者 

＜路線バス＞ 

東郷・藤田医大バス 

支
線
バ
ス 

 鉄道、幹線バス、準幹線バスの結節点と町内の各

拠点や各地域を結ぶ生活交通の路線であり、公共交

通不便地区を解消する役割として、必要最小限のサ

ービス水準を確保すべき路線。 

東郷町 

＜じゅんかい君＞ 

南西コース 

東コース 

個
別
輸
送 

 上記の路線交通では、時間的・場所的に対応が困

難な移動需要に対応するとともに、身体的な制約に

より対応が難しい移動需要に対応する手段として、

個別の需要に対応したサービス水準を確保すべき

移動手段。 

交通事業者 

＜タクシー＞ 

一般タクシー 

福祉タクシー 

 ■計画の目標 

交通将来像である「公共交通が暮らしとともにある 安心して住み続けられるまち」の実現を本計画の全

体目標として掲げ、この目標の達成状況を検証するための成果指標を３つ設定します。 

 

 

 

「公共交通が暮らしとともにある 安心して住み続けられるまち」の実現において、普段の生活の中で公共

交通を利用できることが重要であり、公共交通が暮らしとともにある状態を把握するために指標 1-1、1-2 を

設定します。 

 

 

 

目標値（R8） 現況値（R2） 

路線全体で R1 年度利用者数の維持 

（約 214 万人） 
1,735,044 人 

 

 

 

目標値（R8） 現況値（R2） 

1,200 人／日 1,015 人／日 

「公共交通が暮らしとともにある 安心して住み続けられるまち」の実現によって、利用者の公共交通に

対する満足度が向上し、不満割合は低減すると考えられるため、じゅんかい君利用者の不満割合を指標 2-1

として設定します。 
 

 

 

目標値（R8） 現況値（R2） 

現状未満 19.3％ 

「公共交通が暮らしとともにある 安心して住み続けられるまち」の実現において、安心して住み続けるた

めには、暮らしを支える公共交通を維持していく必要があり、東郷町の地域公共交通に関わる全ての関係者が

連携・協働した、公共交通の維持に対する取組の実践が重要であるため、取組の件数を指標 3-1 として設定し

ます。 

 

 

 

  

全体目標 

公共交通が暮らしとともにある 安心して住み続けられるまち 

指標 1-1 公共交通全体の利用者数（目標 1-1 に対応） 

指標 2-1 じゅんかい君の満足度（目標 2-1 に対応） 

指標 1-2 都市拠点内の利用者数（目標 1-2 に対応） 

指標 3-1 
庁内他部署や複数の実施主体が連携・協働した取組の件数 

公共交通全体の利用者数 

都市拠点内のバス停利用者数 

じゅんかい君の満足度（不満割合） 

庁内他部署や複数の実施主体が連携・協働した取組の件数 
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 ２．本日の地域公共交通会議専門部会における論点について 

①⽇進市における公共交通の将来像や基本的な⽅向性について 

→市内移動のしやすさ、周辺市町への⾏きやすさ（広域的な移動需要への対応）、まちづくり計画・観光振興・福

祉・教育・環境分野との連携など 

 

 

 

 

 

 

 

 

②①の将来像や基本的な⽅向性を実現する上で、各公共交通⼿段が果たすべき役割や機能について 

公共交通等⼿段 役割や機能 

鉄道 

 

路線バス 

 

くるりんばす 

 

⼀般タクシー 

 

スクールバス 

 

移動⽀援・輸送サービス 

 

新たなモビリティサービス 

（デマンド型交通等） 

 

 

 

考図︓⼟地利⽤構想図（第６次総合計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図 夜間・⾼齢者⼈⼝の集積・分布と公共交通路線（カバー圏域は鉄道駅から 1km、バス停から 300m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通の夜間⼈⼝カバー率 
■公共交通全体︓91.1％ 
■鉄道︓34.4％ 
■路線バス︓46.1％ 
■くるりんばす︓79.5％ 
◎鉄道・路線バスでカバーされないエリアのうち 

くるりんばすがカバーしているエリア︓69.7％ 

公共交通の⾼齢者⼈⼝カバー率 
■公共交通全体︓88.9％ 
■鉄道︓28.3％ 
■路線バス︓40.5％ 
■くるりんばす︓78.8％ 
◎鉄道・路線バスでカバーされないエリアのうち 

くるりんばすがカバーしているエリア︓69.8％ 

⾼齢者密度の⾼い地区
で不便地域が残存 

公共交通不便地域が
点在して残存 


